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第8回全国マツダオートザム
整備技術大会　個人総合優勝船橋市飯山満町1-194（船橋取手線芝山団地入口付近）

お気軽にお問合せ下さい！
0120-80-90-80 担当：総務部 山中

マツダ新車・全メーカー中古車
車検・鈑金・リース・レンタカー
マツダ新車・全メーカー中古車
車検・鈑金・リース・レンタカー

ヤマハ大人の音楽レッスン
【健康と歌】

ヤマハ大人の音楽レッスン
【健康と音楽】

０１２０・02・４４４４

　 　 　 　 　 　 　 　 　
● 船 橋 駅 北 口 　 ● 西 船 駅 南 口
● 新 京 成 前 原 駅 　 ● 京 成 大 神 宮 駅  
●ニュータウン小室駅　● 高 　 根   
● 北 習 駅 　 ● 東 船 橋

お近くのセレモホールへ

お客様に「ありがとう」と言われる会社 年間ご葬儀実績 7,700 件

本部　船橋市駿河台 1-27-1　電話 047・424・4444

こんなにお得な保険
活用してますか？ 会議所会員サービス事業のご案内

万が一、重い病気や大けがで働けなくなったら・・・。
休業前の所得と公的補償の差額をカバーできます！
● 自宅療養による休業も補償
● 家事従事者も補償
● 国内・海外、業務中・業務外を問わず補償
   （24時間いつでもサポート）

＜引受保険会社＞
東京海上日動火災保険㈱
損害保険ジャパン日本興亜㈱
三井住友海上火災保険㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
富士火災海上保険㈱

新しい労災リスクへの対策は経営者の重要な責任
です。
●全国商工会議所のスケールメリットによる低廉な掛金
●労災賠償に備える｢使用者賠償責任保険｣を標準セット
●契約は無記名式。短期労働者やパート、
　アルバイトも包括補償
●掛金は売上高と業種で算出掛金は全額損金算入可能

＜引受保険会社＞
東京海上日動火災保険㈱
損害保険ジャパン日本興亜㈱
三井住友海上火災保険㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
富士火災海上保険㈱

◎ 休業補償プラン ご加入のおすすめ ◎ 業務災害補償プラン ご加入のおすすめ

ハンドシェイク

Funabashi
Funabashi Chamber of
Commerce & Industry Monthly Report
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春羊
船橋の元気っ娘　株式会社　イーコネクション

船橋をささえる企業　クローズUP!!　株式会社 Ｃ－ＮＥＴ
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年末調整・記帳個別相談会開催のお知らせ
青色専従者もしくは、従業員の方（パ－ト含む）に支払っている年間給与総額から、所得税額を精算する事

務を年末調整といいます。
今年の納付期限は１月２０日（火）です。船橋商工会議所では年末調整事務、諸届出用紙の書き方について

の個別相談会を行っていますので、資料をお持ちのうえ、お気軽においで下さい。
なお、源泉税がかからなくても納付書は必ず税務署に提出することになっています。（相談会場でお預かり

いたします。）
●時　間　午前10時～正午・午後１時～３時
　なお、混雑した場合は受付を早めに締め切ることが
あります。
御了承ください。

●お持ち戴くもの
① �従業員（家族専従者）の源泉徴収簿（給与台帳）
② �各種控除の資料（国保・年金・生命保険・地震保

険料・小規模企業共済など）
③ �源泉税納付書（税務署より郵送されたもの）
④ �認印（諸届出提出者）
⑤ �記帳相談は現金出納帳及び各帳簿など

●お問合せ　中小企業相談所   商業振興課
　TEL ０４７（４３５）８２１１

年 末 調 整 は 大 事 な 手 続 き で す 。
正 し く 行 い ま し ょ う 。

会　　   場 日　　　　　　　程

船橋商工会議所
１月6日（火）・  9日（金）
     13日（火）・15日（木）

二 和 公 民 館 １月7日（水）

高 根 台 公 民 館 １月6日（火）・  9日（金）

薬 円 台 公 民 館 １月8日（木）

法 典 公 民 館 １月8日（木）

商工会議所早期景気観測調査（2014年11月分）集計結果
【2014年11月調査結果ポイント】

業況ＤＩは、回復の弱さが続く。先行きも一段のコスト増で慎重な見方広がる
 １１月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２６．０と、

前月から▲１．５ポイント悪化し、足踏み状況にある
ものの、 「好転」から「不変」への変化も影響してい
ることに留意が必要。業種を問わず、円安に伴うコス
ト増による収益圧迫が足かせとなり、 中小企業の景況
感は弱さが続く。加えて、製造業では、足元の需要が
鈍く、取引先の在庫調整による受注の伸び悩みを指摘
する声が聞 かれる。また、個人消費は、高付加価値
の商品・サービスの需要は底堅いものの、家計負担が
増す中で、消費者の節約志向も強まって おり、回復

に力強さを欠く。
　 先行きについては、先行き見通しＤＩが▲

２５．２（今月比＋０．８ポイント）と、ほぼ横ばいを
見込む。冬の 賞与増に伴う個人消費の持ち直しや、
在庫調整の一巡による生産増への期待はあるものの、
急激な円安進行に伴う一段のコスト増へ の警戒感や、
消費者の生活防衛意識の高まり、足元の設備投資の弱
さなどへの不安が伺え、中小企業においては、先行き
に対して慎 重な見方が広がっている。

《 業況ＤＩ（前年同月比）の推移 》

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目につい

ての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラ
スの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表
す回答の割合が多いことを示す。従って、売上高な
どの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱
気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

9月 10月 11月 先行き見通し
12 ～ 2月

全 産 業 ▲ 24.2 ▲ 24.5 ▲ 26.0 ▲25.2
建 設 ▲ 10.4 ▲ 11.3   ▲ 10.2 ▲17.2
製 造 ▲ 13.1 ▲ 11.3   ▲ 18.8 ▲19.1
卸 売 ▲ 30.5 ▲ 34.3 ▲ 34.6 ▲28.4
小 売 ▲ 42.2 ▲ 44.0 ▲ 46.9 ▲41.8
サ ー ビ ス ▲ 24.9 ▲ 22.8 ▲ 20.0 ▲19.8
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8 　和泉家石材店/船橋ラビット
9　船橋情報ビジネス専門学校
12　�昭和防災/押木養鶏場
15　東京海上日動火災保険
16　�シンドバッド日動自販/伊藤楽器/セレモ

目　　　次

今 月 の 中 折 り
・サービス業部会講演会案内
・マル経融資制度案内
・消費税転嫁対策事業セミナー
・従業員健康診断について
・もしもし検定３級試験対策講習会
・工業活性化セミナー
・情報セキュリティセミナー

今月の中折り広告
・株式会社　日本Ｍ＆Ａセンター

【第80回】東京メトロ東西線 原木中山駅

1969年（ 昭 和44年 ）3月29日  開 業。
本中山７丁目に位置し近くを市川市との境界が
走っています。駅名は市川市の「原木」と船橋
の「中山」という２つの地名が混合し命名され
ており、現在も駅周辺には２つの地名が存在し
ています。駅周辺には多数のお寺が点在してお
り、中山法華経寺では鬼子母神の信仰厚く、子
育安産、病気平癒の祈祷、社運隆盛のために
船橋からも多くの参詣客が訪れています。また、
原木中山駅付近の江戸川河口はハゼ釣りの名
所として知られ、「江戸川ハゼ釣り場下車駅」
という表示がホームの壁に掲出されるほど、夏
場は釣り客で賑わいます。

船橋をささえる企業　クローズUP!!
　～ ‘ありがとう’ のために最善をつくします～

株式会社 Ｃ－ＮＥＴ

8

4 年頭のごあいさつ (船橋商工会議所　会頭)

5 年頭所感（日本商工会議所　会頭）

6 新年のごあいさつ (船橋商工会議所　副会頭)

年賀広告　部会長/委員長7

活動レポート/女性会コーナー/青年部コーナー10
12 読んで得する、簡単ＩＴ情報～情報化推進委員会～

14 インフォメーション

9 船橋の ‘ええもん’ シリーズ
　～まだまだあります！ふなばしの「技」！～

協和工業 株式会社

13 船橋の元気っ娘 vol.111
　～ひとりひとりのお客様のために まごころ込めたお部屋探しを・・・～

株式会社　イーコネクション

平成26年11月ご入会の皆様です 平成26年11月30日現在　　3,356事業所

事業所名 事業内容 所 在 地

大友中小企業診断士事務所 中小企業診断士業（経営改善計画書の作成等、
経営支援）

船橋市西船５丁目

株式会社Ｍ．ＲＡＨＭＡＮ 自動車販売業 船橋市小室町

株式会社ケイティーバイオ 技術サービス提供業（関節リウマチなどの自己
免疫疾患の新規治療薬の研究と開発）

船橋市北本町１丁目

はさま司法書士事務所 司法書士業 船橋市二宮２丁目
大起株式会社 コンビニエンス業 船橋市本町２丁目
株式会社ハイテクノ 空調設備工事業 船橋市大穴南５丁目
株式会社シルバーウッド銀木犀　薬園台 サービス付き高齢者向け住宅の運営業 船橋市飯山満町３丁目
平松　大税理士事務所 税理士業務全般 船橋市習志野台２丁目
株式会社ザ・マンハッタン ホテル業 千葉市美浜区ひび野２丁目
グリーンアロー株式会社 スポーツクラブの経営業 船橋市本郷町
相都建設株式会社 住宅建設・不動産仲介業 船橋市高根台１丁目
アルトポンテ アイスクリーム類製造・販売・卸業 船橋市鈴身町

※お問合せは当所までお願いいたします。　　※入会を受付いたしました。次回の常議員会にて承認されます。

ハンドシェイク

Funabashi
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日本商工会議所
会頭 三村　明夫

年
頭
所
感

船橋商工会議所
会頭  伊藤賢二

（㈱伊藤楽器社長）

代表取締役会長

〒273－0047 船橋市藤原1－32－29
T E L
F A X

0 4 7（ 3 3 9 ）2 4 2 4
0 4 7（ 3 3 9 ）2 7 1 1

高 　安 　　　昭

クリーニングちゃんぴグループ

（副会頭）

本社  〒２７３-００１８　船橋市栄町2－10－2
電　話　047－431－5525㈹
Ｆ Ａ Ｘ　 047－431－5529
E-mail：itaya-naomasa-08@kyowa2.co.jp
U R L：http://kyowa2.co.jp

協和工業株式会社

代表取締役会長

板  谷  直  正

（副会頭）

代表取締役

篠  田  好  造
本社営業部　船橋市本町6－21－1

URL http://www.2729.jp

TEL
FAX

047（423）2729㈹
047（423）2727

株式
会社

監査役

㈲大西園
ビル賃貸管理
厨房営業用食器・茶卸売

〒273‐0005
船橋市本町4‐3‐5 大西園ビル 
TEL・FAX　047 -422 -5120
onishien@gmail .com
TEL・FAX　047 -423 -0057

本　社

市場店

大　西　智　子

迎
春

本年も皆様のご健康と
ご多幸をお祈り申し上げます。

船橋商工会議所
役員、議員、職員一同

（副会頭）（副会頭）

〒２７４-００６３  船橋市習志野台5-4-10-2F
TEL　047－496－7161（代表）
ＦＡＸ　047－466－1483
URL　http://www.itogakki.co.jp
E-mail　info@itogakki.co.jp

代表取締役社長

伊　藤　賢　二

（会　頭）
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る
と
き
で
す
。

て
も
目
の
前
に
あ
る
課
題
、
デ
フ
レ

経
済
か
ら
の
完
全
な
脱
却
、
少
子
高

齢
化
へ
の
積
極
的
な
対
応
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
船
橋
市
の
あ
る
べ

き
、
将
来
像
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

船
橋
市
で
策
定
し
た
「
船
橋
市
商

工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
か
ら

12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

近
隣
市
へ
の
大
型
商
業
施
設
の
オ
ー

プ
ン
や
東
京
の
一
極
集
中
な
ど
商
業
・

流
通
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
一
方
、
製
造
業
も
デ
フ
レ
経
済

の
中
、
大
企
業
の
生
産
設
備
の
海
外

展
開
が
一
層
進
み
、
ま
た
、
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
等
の
新
興
国
と
の
競
合

の
激
化
な
ど
大
き
な
変
化
に
対
応
を

迫
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
か
ら
今
後
の
10

年
間
の
商
工
業
の
新
た
な
指
針
と
な

る
「
船
橋
市
商
工
業
戦
略
プ
ラ
ン
」

を
本
年
8
月
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変

化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
の
各

種
調
査
、消
費
者
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
基
に
し
て
、
市
民
・

政
府
に
は
、
安
定
政
権
で
な
け
れ
ば
実
行
で

き
な
い
痛
み
を
伴
う
政
策
を
断
行
し
、
日
本
の
明
る

い
未
来
へ
の
確
か
な
道
筋
を
示
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
保
障
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化
は
待
っ

た
な
し
で
あ
り
、成
長
戦
略
は
論
ず
る
段
階
は
過
ぎ
、

実
行
あ
る
の
み
で
す
。
一
層
の
規
制
改
革
に
よ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
喚
起
、
国
際
的
な
立
地
競
争
力
の

強
化
、
低
廉
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
と
地
方
創
生
な
ど
の
山
積
す
る
諸

課
題
に
対
す
る
適
切
な
政
策
が
、
間
断
な
く
実
行
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

我
々
民
間
企
業
は
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら

の
転
換
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
リ
ス
ク
を
と
り
な

が
ら
事
業
展
開
し
、
事
業
収
益
を
次
の
設
備
投
資

や
賃
金
増
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
原
動
力
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
貯
蓄
主
体
か
ら
本
来
の
投
資
主
体
に
転

換
し
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

日
本
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
輸
出
比
率
が

２
０
１
２
年
実
績
で
13
．
４
％
と
、
先
進
国
で
は

９
．
９
％
の
米
国
に
次
い
で
低
い
国
で
す
。
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消
費
が
日
本
の
成
長
を

け
ん
引
、
つ
ま
り
日
本
は
こ
れ
ま
で
内
需
主
導
で

成
長
し
て
き
た
国
な
の
で
す
。

し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少
ト
レ
ン
ド
を
考

え
る
と
、
内
需
の
伸
び
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
１
～
２
％
程
度
と
多
く

を
望
め
ず
、
企
業
の
成
長
の
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
外
需
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
現
状
、
売
上
高
輸
出
比
率
が
２
％
台
の
中
小

企
業
も
、
14
％
程
度
の
大
企
業
も
、
さ
ら
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
余
地
は
大
で
あ
り
、
新
興
国
の
需

要
等
を
積
極
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

海
外
現
地
生
産
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す

が
、
我
が
国
の
人
的
資
源
や
技
術
力
の
高
さ
と

い
っ
た
強
み
に
加
え
、
円
安
メ
リ
ッ
ト
も
活
か
し

な
が
ら
、
国
内
設
備
投
資
に
よ
り
供
給
能
力
を
高

め
、
輸
出
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
も
重
要
な
戦

略
で
す
。
円
安
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
恩
恵

を
フ
ル
に
享
受
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

原
材
料
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
在
の
円
安
は
し
ば
ら
く
定
着
す
る
と
覚

行
政
・
大
学
・
商
工
業
者
等
か
ら
な
る
委
員
の
知
恵
を
結
集
し
、

時
代
に
対
応
し
た
指
針
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
6
月
に
小
規
模
基
本
法
が
成
立
し
、
10
月
に
小
規
模

基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
小
規
模
基
本
計
画
で

は
、
4
つ
の
目
標
と
10
の
重
点
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
国
、
県
、
市
は
、
商
工
会
議
所
の
支
援
機
関
の
機
能

を
十
分
に
引
き
出
せ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
配
慮
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
で
は
、
地
方
に
強
靭
で
自
立

的
な
経
済
の
構
築
を
す
る
た
め
、
雇
用
を
支
え
、
新
た
な
需

要
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
小
規
模
事
業
者
へ
の
伴
走
支

援
を
通
じ
た
事
業
計
画
の
策
定
・
実
行
支
援
や
販
路
開
拓
、

更
に
は
起
業
や
創
業
支
援
、
人
材
の
確
保・育
成
な
ど
に
よ
り
、

事
業
を
持
続
的
発
展
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ふ
な
っ
し
ー
」
の
活
躍
で
船
橋
市

を
全
国
的
に
有
名
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、「
ふ
な
ば
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
」
が

全
国
テ
ー
マ
パ
ー
ク
ベ
ス
ト
10
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
全
国
的

に
も
知
名
度
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
で
も
、

観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
委
員
会
を
設
置
し
、
全
国
の
514
の
商

工
会
議
所
と
連
携
し
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
実
践
し
て

ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
、
ど
れ
も
容
易
に

解
決
で
き
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所
は
「
会

員
企
業
の
発
展
」、「
地
域
の
発
展
」、「
日
本
の
発
展
」
を
実
現

す
る
た
め
、
地
元
選
出
の
国
会・県
議
会・市
議
会
議
員
の
方
々

と
行
政
に
関
わ
る
方
々
共
々
更
な
る
連
携
を
深
め
課
題
解
決

に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
平
和
で
安
全
安
心
な
生
活
が
続
け
ら
れ

る
事
を
願
い
、
会
員
企
業
の
皆
様
が
健
康
で
心
豊
か
な
輝
か

し
い
1
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

悟
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
何
と
か
円
安
を
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
知
恵
を

絞
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
中
小
企
業
が
、
生
産
拠
点
を
海
外
か
ら
日

本
に
戻
し
た
、
あ
る
い
は
戻
す
計
画
だ
と
い
う
話
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
、
主
要
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
、
法
人

税
の
減
税
な
ど
も
急
務
で
す
の
で
、
政
府
等
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
は
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
脱
却
し
、
成
長
に
向
け
た
施
策

を
実
行
す
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
が
、
二
つ
の
大
き
な
構
造
的
課
題
に
も
直
面
し
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、「
人
口
急
減
と
超
高
齢
化
の
加
速
化
」、
も
う
一
つ
は
「
地
方
疲
弊
の

深
刻
化
」
で
す
。

私
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
「
選
択
す
る
未
来
」
委
員
会

の
委
員
長
と
し
て
、
50
年
後
の
日
本
の
未
来
像
と
２
０
２
０
年
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
を
ま
と
め
、
昨
年
11
月
に
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

本
報
告
の
第
一
の
目
的
は
危
機
感
の
共
有
で
す
。
政
府
、地
方
自
治
体
、民
間
企
業
、

大
学
等
の
学
術
機
関
、
市
民
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
直
面
す
る
人
口
急
減
、
地
方

消
滅
の
危
機
感
を
共
有
化
し
、
一
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
ま

し
た
。
第
二
は
、
希
望
の
持
て
る
日
本
の
未
来
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
た

め
に
は
、
我
々
は
未
来
で
は
な
く
今
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
決
の
方
向
性
を
提
示
す
る
こ
と
で
し
た
。

選
択
す
る
未
来
委
員
会
で
提
言
し
た
「
50
年
後
に
１
億
人
程
度
の
安
定
し
た
人
口
構
造

を
保
持
す
る
こ
と
」
が
、
政
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
少
子
化
対
策
支
出
の
倍
増
、
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
、
男
性
の
働
き
方
改

革
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
総
動
員
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
地
の
商
工
会
議

所
が
取
り
組
ん
で
い
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
直
接
的
な
効
果
の
期
待
で
き
る
重
要
な
取

り
組
み
で
す
の
で
、
是
非
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
は
大
変
困
難
な
課
題
で
す
。
何
し
ろ
30
年
に
亘
る
少
子
化
、
20
年
に
及

ぶ
デ
フ
レ
が
地
方
の
疲
弊
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
、
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
方
に
は
、
観
光
、
農
林
水
産
業
、
地
方
大
学
な
ど
、
ま
だ
十
分
に
活
用

し
き
れ
て
い
な
い
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
源
を
如
何
に
う
ま
く
地
域
の
活
性

化
に
結
び
付
け
て
い
く
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
如
何
に
若
者
の
働
く
場
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
創
生
の
鍵
で
す
。
ま
さ
に
、
商
工
会
議
所
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域

の
再
生
」
と
直
結
す
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。

全
国
約
１
８
０
０
の
市
区
町
村
に
は
１
８
０
０
の
処
方
箋
が
あ
る
は
ず
で
す
。
地

方
創
生
は
、
そ
の
地
方
が
自
ら
知
恵
を
絞
り
、
解
決
策
を
生
み
出
す
、
す
な
わ
ち
当
該

地
方
の
主
体
性
、
創
意
と
熱
意
な
く
し
て
成
し
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
中
立
的
な

立
場
で
多
く
の
関
係
者
を
ま
と
め
上
げ
る
強
み
を
持
つ
商
工
会
議
所
へ
の
期
待
は
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。地
方
創
生
に
お
い
て
も
、各
会
議
所
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
震
災
復
興
の
加
速
化
に
向
け
て
は
、
全
国
514
商
工
会
議
所
の
絆
を
も
と
に

実
施
し
て
い
る
「
遊
休
機
械
無
償
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
販
路
回
復
・

拡
大
」
な
ど
の
活
動
を
精
力
的
に
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
本
格

復
興
に
向
け
て
、
現
地
が
必
要
と
し
て
い
る
施
策
を
丁
寧
に
取
り
ま
と
め
、
政
府
な
ど

へ
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
商
工
会
議
所
が
、
自
治
体
の
首
長
や
地
域
住
民
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
と

も
に
危
機
感
を
共
有
化
し
た
上
で
、
知
恵
を
絞
り
、
実
行
す
る
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
現

下
の
危
機
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
５
１
４
商
工
会
議
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

な
ど
自
ら
の
強
み
に
改
め
て
自
信
を
持
ち
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
活
力
強
化
や
地
域

再
生
に
積
極
果
敢
に
邁
進
す
れ
ば
、
地
域
か
ら
日
本
の
底
力
を
上
げ
る
大
き
な
原
動
力

と
な
り
ま
す
。

本
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
新
た
な
再
出
発
に

向
け
て
、大
い
な
る
気
概
と
自
信
と
明
る
さ
を
持
ち
、「
実
行
あ
る
の
み
」
を
合
言
葉
に
、

前
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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〒274‐0825　船橋市前原西2－14－8
　　　　　  津田沼パスタビル5F
TEL 047‐475‐0164  FAX 047‐476‐9282
   Pasta-Kashikuma@leaf.ocn.ne.jp
HPは『 津田沼　かし熊 』で検索

（商業第１部会長）

〒273-0005　船橋市本町4－5－27
TEL 047‐422‐5232  FAX 047‐422‐8383

株式会社　百万弗

織 田 　 信 幸
代表取締役

（サービス業部会長）

代表取締役社長

嶋 津 恭 宣

船橋レミコン株式会社

〒273－0024
船橋市海神町南1－1599
TEL.047（433）1121㈹
FAX.047（434）0996

（建設業部会長）

執行役員支店長

吉　田　幸　宏

船 橋 支 店

〒273－0005　船橋市本町3－3－4
電話 047－422－4161
FAX 047－424－5571

（金融業部会長／税務・金融対策委員長）

〒273-0003
船 橋 市 宮 本 7 - 1 3 - 1 1
T E L・F A X 　 0 4 7 - 4 2 2 - 6 5 3 5

株式会社　M & S

（総務委員長）

所長

川 畑 公 男

川畑労務管理事務所

〒273‒0005
船 橋 市 本 町 5 - 6 - 1 4 
電　話　0 4 7 - 4 2 3 - 0 0 6 4
FAX　0 4 7 - 4 2 3 - 4 8 3 4

（自由業部会長）

日本通運株式会社　船橋支店
〒２７３－００２２
船 橋 市 海 神 町 3 丁 目 1 2 4 番 地  
TEL　（ 0 4 7 ）4 3 5 － 0 2 4 1 （代表）
FAX　（ 0 4 7 ）4 3 3 － 3 0 9 2　　 
http://www.nittsu.co.jp

支店長

矢 崎    洋

（交通業部会長）

代表取締役

小 原 　 智
〒 2 7 3 - 0 8 5 4
船 橋 市 金 杉 町 8 9 3 - 1
T E L　 0 4 7 - 4 3 8 - 2 5 1 1
F A X　 0 4 7 - 4 3 8 - 2 5 1 7
w w w . f u j i - k o u g y o u k k . c o m

（国際交流委員長）

工場長

奥 野 高 志
〒273-0018
船橋市栄町2丁目16番1号
TEL. 047－431－6111
FAX. 047－431－6209

京葉工場

（労働福祉委員長）

〒273-0005　船橋市本町4－5－18 
TEL 047‐424‐2932  FAX 047‐424‐8290

株式会社　伸幸

石 毛  利 幸
代表取締役

（地域振興委員長）

常勤監査役

アイ・エス・ガステム㈱

〒273-0047
船 橋 市 藤 原 3 - 1 6 - 1 7
T E L　 0 4 7 - 4 2 9 - 4 1 5 4
F AX　 0 4 7 - 4 2 9 - 2 1 2 2

高 橋 秀 樹

（子育てゆうゆうふなばし推進委員長）

〒274‐0051　船橋市車方町1141－14
TEL 047‒457‒8532  FAX 047‒457‒8534
E-mail   sakurai-kougei@nifty.ne.jp
http://www.plastic-kakou.com

有限会社サクライ工芸

櫻 井 　 操
代表取締役

（広報委員長）

企業情報化の相談窓口
ユア・ブレイン有限会社

ITコーディネータ・日商マスター
代表取締役

飛 田 宏 紀

〒273-0865 
T E L
FAX

船橋市夏見4-1-11-303
0 4 7 - 4 0 9 - 6 5 8 5
0 4 3 - 3 3 2 - 9 0 5 0

（情報化推進委員長）

二
〇
一
五
年

　元
旦

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

取締役会長

竹  口  茂  子

本　　社　〒273-0014 船橋市高瀬町32番地
TEL. 047（431）9166（代表）

つくば支店　〒305-0035 茨城県つくば市松代2丁目2-1
TEL. 029（863）1888

www.shinposha.co.jp

（工業第２部会長／新事業ものづくり委員長）

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
清
祥
の
う
ち
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
4
月
に
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
消
費
の
低

迷
を
防
ぎ
、市
内
商
店
街
を
元
気
に
す
る
た
め
、

船
橋
市
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
理
解
を
い
た
だ

き
プ
レ
ミ
ア
ム
率
15
％
、
総
額
5
億
７
，

５
０
０
万
円
の
商
品
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
船
橋
駅
前
通
り
商
店
会
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
撤

去
さ
れ
、
明
る
い
街
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
の
改
修
工
事
や
隣
接

す
る
新
駅
ビ
ル
の
建
設
を
契
機
に
商
店
街
や
大

型
店
、
各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
「
安
全
で

安
心
で
き
る
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
」
街
づ
く
り

の
推
進
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設

置
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
1
つ
1
つ
の
成
功
事
例
が
市
内
全
域
に

伝
播
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
橋
市
全
体
が
活

性
化
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。今

年
の
干
支
は
未
年
で
す
。
未
年
は
、
春
の

陽
の
気
が
大
い
に
伸
長
発
展
し
て
、
萬
草
木
を

茂
ら
せ
、
滋
味
が
加
わ
る
年
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
市
内
が

活
気
に
溢
れ
、
会
員
企
業
が
大
い
に
発
展
し
、

す
ば
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
あ
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

副会頭 篠田　好造
（㈱船福 社長）

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
・
関
係
者
の
皆
様
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
や
っ
と
明
る
い
兆
し
が
垣
間
見
え

た
の
も
束
の
間
、
4
月
の
消
費
税
ア
ッ
プ
が

起
因
し
た
か
？
経
済
の
回
復
道
な
か
ば
、
円

安
・
株
高
・
輸
出
大
企
業
は
好
景
気
だ
が
…

国
内
に
の
み
依
存
す
る
残
さ
れ
た
円
安
弱

者
、
中
小
・
零
細
企
業
は
青
息
吐
息
、
昇
給

は
お
ろ
か
雇
用
の
確
保
に
頭
を
抱
え
る
始

末
で
あ
る
。
私
の
本
業
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
・

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
現
況
は
、
厚
生
労
働
省

調
査
、
機
械
設
備
を
要
す
る
施
設
、
１
９
９
８
年

16
万
４
２
２
５
施
設
、
16
年
後
の
、
２
０
１
４

年
で
は
3
万
２
０
０
５
施
設
と
激
減
、
当
船

橋
市
の
業
者
数
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
大
規
模

工
場
・
店
が
次
々
に
廃
業
…
原
因
は
様
々
だ

と
思
わ
れ
る
が
国
の
、
行
政
の
零
細
・
弱
者

対
策
に
一
段
と
お
取
組
み
を
せ
つ
に
願
い

た
い
も
の
で
す
。
国
政
を
担
う
総
理
が
前
総

理
と
の
約
束
も
反
故
に
し
、
僅
か
2
年
で
信

を
問
う
…
解
散
、
尚
本
年
は
統
一
地
方
選
と

目
白
押
し
我
が
街
も
喧
騒
に
し
ば
し
忍
耐

が
肝
要
、
さ
て
船
橋
商
工
会
議
所
は
伊
藤
会

頭
の
下
、
す
こ
ぶ
る
安
定
し
て
い
る
。
本
年

も
会
員
企
業
・
市
民
の
各
位
に
お
役
に
立
つ

べ
く
誠
心
誠
意
励
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
各

位
の
ご
協
力
お
願
い
し
私
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

副会頭 高安　昭
（㈱タカヤス 会長）

平
成
27
年
新
春
を
寿
ぐ

平
成
27
年
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
デ
フ
レ
脱
却
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
が
、消
費
税
の
3
％
上
昇
の
影
響
も
あ
り
、

来
年
10
月
の
消
費
税
2
％
ア
ッ
プ
は
1
年
半
先
の
平
成
28

年
4
月
へ
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
否
を
握
る
の
は
「
成
長
戦
略
」
で
あ
り
、
そ
の

実
行
の
主
役
は
ま
さ
に
民
間
企
業
で
あ
り
、
日
本
全
雇
用

者
数
の
約
70
％
を
占
め
る
中
小
企
業
で
あ
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
発
展
は
、
船
橋
市
と
商
工
会
議
所
が
強
力

な
絆
で
船
橋
市
の
「
商
工
業
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
検
討
中
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
商
工
会
議
所
の
会
員
組
織
率
は
残
念
な
が
ら

40
％
未
満
で
あ
り
、
非
会
員
の
皆
様
も
ぜ
ひ
会
員
に
参
画

し
、
部
会
・
委
員
会
、
異
業
種
交
流
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
組
織
の
力
を
強
力
に
発
揮
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
会
議
所
に
は
問
題
解
決
の
実
績
も
あ
り
、「
企
業

と
社
会
を
結
ぶ
絆
と
な
り
世
論
を
形
成
し
、
人
・
企
業
・

地
域
の
新
た
な
創
造
を
実
現
す
る
」
と
い
う
商
工
会
議
所

の
原
点
に
戻
り
、
連
携
を
強
め
中
央
と
地
方
の
壁
を
乗
り

越
え
、
地
域
経
済
と
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
の

持
っ
て
い
る
「
力
と
英
知
」
を
商
工
会
議
所
に
結
集
し
、

こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
り
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

副会頭 板谷　直正
（協和工業㈱ 会長）

新
年
の
ご
挨
拶

初
春
の
お
慶
び
を
お
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
暮
れ
の
衆
議
院
選
挙
の
結

果
を
踏
ま
え
、
本
年
は
①
消
費
税

先
送
り
と
連
動
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
補
強
②
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
を
反
映
す
る
新
た
な
安
全

保
障
法
政
の
整
備
③
原
発
の
再
稼

働
④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
々
課
題
は
山
積
み

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
日
本
を

取
り
巻
く
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
動
向
に
は
目
を
離
せ
ず
、

よ
り
確
か
な
分
野
と
対
応
、
長
期

展
望
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
表

を
図
り
、
兼
ね
て
社
会
一
般
の
福

祉
の
増
進
に
資
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
す
る
地
域
経
済
団
体
で
あ
る

商
工
会
議
所
の
運
営
に
英
知
と
行

動
力
と
資
金
を
役
員
・
議
員
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
為

に
も
、
金
融
業
部
会
、
青
年
部
会
、

総
務
委
員
会
、
国
際
交
流
委
員
会
、

子
育
て
ゆ
う
ゆ
う
ふ
な
ば
し
推
進

委
員
会
の
担
当
副
会
頭
と
し
て
本

年
も
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
事
業
所
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
各
位
の
御
健
勝
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
日
本
に
希
望
を

副会頭 大西　智子
（㈲大西園 監査役）
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Ｃ－ＮＥＴ社名に込めた想い
かかわるすべての方々に感謝と親愛の気持ちを込め「Ｃ」

は知永子の「Ｃ」、ＮＥＴはその家族という意味で「Ｃ－ＮＥＴ」
と名付けました。出会い・ご縁に感謝し、「ありがとう」のた
めに最善を尽くすことが経営理念です。
Ｃ－ＮＥＴならではのサービス

不動産の管理をまかされているオーナーからのSOSに24
時間対応します。これまでに鍵の紛失、火災、地震によるエ
レベーター閉じ込め、水漏れなど様々なケースのトラブルに
迅速に対応して参りました。また、入居率をＵＰさせるため
の鍵となるリフォームは、自社の1級建築士と市場のニーズを
いち早くリサーチできる女性社員の手によりすべて自社施工
で行います。「おかげさまで入居している方には大変好評です。
安心しておまかせください」と萬燈社長。オーナーとの信頼
関係は厚いようです。
仕事においての一番の喜び
「人と人とのつながり、ご縁に感謝。オーナーのため、社

員のため、この二つを守ることが目的であり喜びです」と
萬燈社長。自社に戻り社員から掛けられるお帰りなさいの
言葉、オーナーと挨拶を交わす瞬間に喜びが込み上げてく
るそうです。
レストラン経営について 

会話や笑顔がふくらむフランス料理を楽しむ‘L`enfant  
coeur et coeur’(ランファン・クー・エ・クー )を経営。ラ
ンファンは（子ども）、クー・エ・クーは（こころをつなぐ）
という意味。シェフにとっての子どもは食材であり新鮮なこ
だわりの素材のみを使用。1日5組限定、‘メニューがないレ
ストラン’であることが特徴です。その日シェフのインスピレー

ションでお客様に最高の食事
をご提供します。ワクワクす
るような演出をお楽しみくだ
さい。
なぜ不動産管理とレストラン
経営なのか

ご縁を大切に感謝の気持ち
を形にしたものです。レストラ
ンでは距離の近いサービスで、
心から楽しんでいただけるように萬燈社長自らお店に立つこ
ともあります。どちらもお客様の「ありがとう」のために最
善をつくす想いで結ばれています。
入会のきっかけ
「商工会議所の会員の方からのお薦めで入会しました。会員

の方々とのご縁を大切にしたいです」地域密着型の経営を目
指しています。
これからのビジョン

経営者として皆様へ感謝の気持ちを伝えつづけていきたい、
それには人を育て、自分も成長しつづけなければならないとの
事です。「私は社長という立場ですが社内1番の営業マン、生
涯トップセールスでありつづけなければならないと思っていま
す。100年企業、100年レストランを目指します」と萬燈社長。
最後に
「不動産管理のことなら何でもお気軽にご相談ください、そ

してレストランにはぜひ一度足をお運びいただき特別な時間
をお楽しみください」と萬燈社長。365日24時間、お客様の

‘ありがとう’のために最善をつくす㈱Ｃ－ＮＥＴをぜひご利
用下さい。

船橋には、良いものが盛り沢山！
ここでは、作り手の「技」が効いた船橋ならではの逸
品をご紹介いたします。
今回は、「低落差用マイクロ水力発電機」を製作し、

エネルギー問題の解決に挑む協和工業株式会社をご紹介
します。

● ● ●事業所の方に聞きました!● ● ●

次世代に向けた新製品の開発で注目を浴び続けている協和工
業（株）。
モーター製造で培われた技術を生かし「低落差用マイクロ水

力発電機」を開発しました。
この製品は、低落差の水からでも電力の供給を可能にします。
自社の実験場では４メートルの落差で５kWの発電に成功。
行政と協力し、船橋市内の船橋市西浦下水処理場に設置、デー

タを取りながら実験運用中です。水が流れていく様子を実感でき
るように一部パイプをスケルトン状に設置する工夫が施され見学
も可能です。
この製品の開発に至るまでには、風力発電機の依頼を受けた

経緯がありました。
風が弱い日に動きが止まってしまう、風車を回転しやすくする

ため磁気吸引力を小さくすることを提案した結果、発電時間が長
くなり、発電効率を３０%以上向上させることに成功したと同時
に「風力や太陽光からのエネルギーは天候に左右されるのでエネ
ルギーの安定供給は難しいのではないか」と疑問を持つことにな
りました。
そこで着目したのが水力発電です。
「下水処理場には水が安定して流れています。この捨てていた
エネルギーを活かさない手はない」と板谷会長。日本の未来を拓
く技術開発に成功されました。
革新的な製品を生み続ける協和工業（株）の強みは「人」です。
社員は、スキルマップにより管理され、一人平均５～６つの国

家資格を取得しています。経験豊かな高年齢者が技術を伝達し、
若手社員の指導・育成に力を注いでいるからです。「人を育て、
技術が向上し、製品を完成させ、皆さまに意見・助言をいただき
ながら一段、一段、高くへと成長してゆくことが仕事の喜びです」
と板谷会長。製品開発の鍵は「人材教育」にありました。
名実ともにふなばしのええもんである「低落差用マイクロ水

力発電機」は、私たちの安心で豊かな暮らしの実現のために欠か
せない製品です。
船橋を越えて、日本全国へ普及されるべき製品です

● ● ●事業所情報 ● ● ●

船橋をささえる企業

クローズUp!!
株式会社Ｃ－ＮＥＴ

～‘ありがとう’のために最善をつくします～

代表取締役
所 在 地
T E L
F A X
W e b
事業概要

萬燈　知永子
船橋市前原西2-13-2パークヒルズ3F
047-470-1777
047-470-1775
http://www.c-net46.com
不動産管理業　飲食業

協和工業 株式会社
所在地　船橋市栄町2-10-2
ＴＥＬ　047-431-5525
ＦＡＸ　047-431-5529

信頼にお応えして130年！
船橋市馬込霊園のお申し込み相談受付中

コーサイ・サービス（株）・千葉県旭光会・JAL生活協同組合・東京電力生活協同組合
京成電鉄労働組合・（株）総武（千葉銀行）・ヒューリックオフィスサービス（株）（みずほ銀行）各指定

船橋市馬込町1197番地
☎047-438-7361
本社／市川市大野町2452
☎047-337-7331

建設業登録石工事業（般）第14213号

●千葉平和公園店●いずみ霊園店●習志野店●平成霊園店●市川大野霊園店
●市川大町霊園店●大町やすらぎパーク店●さくら中央霊園店●柏中央霊園店

～環境にやさしい自動車整備～
関東運輸局指定民間車検工場

船橋ラビット　株式会社
お車に関することならお気軽に
ご相談ください！

（車検・点検・板金・販売・保険）

〒273-0014　船橋市高瀬町66-3
TEL　047-431-0376　　FAX　047-437-0725       
mail  rabbit-f@guitar.ocn.ne.jp

萬燈社長（下段右から2番目）＆信頼のスタッフ

不動産管理のことならお任せ下さい

L`enfant  coeur et coeur’
T E L　03-3569-0117
日比谷線銀座駅 徒歩3分

美味しい驚きに満ちたレストラン

協 和 工 業 株 式 会 社

VOL 6
まだまだあります！
ふなばしの

～船橋のええも
んシリーズ～

「技」！

1月10日（土）
1月22日（土）
2月 7日（土）
2月20日（金）

まで
3/31

被災地の復興に貢献・天皇陛下・皇后陛下の行幸啓の様子

板谷会長と協和工業㈱の精鋭 低落作用マイクロ水力発電機
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青年部
コーナー

新
年
の
ご
挨
拶

女性会
コーナー

活
動
レ
ポ
ー
ト

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
女
性
会
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
五
月
二
十
一
日
、
船
橋
女
性
会
主
管
で
開
催
し
た
県
女
連
の
通
常

総
会
も
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
各
方
面

の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
赤
崎
、
天
野
、
中
村
三
教
授
が
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
と

実
用
化
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
と
い
う
大
変
う

れ
し
く
誇
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

が
照
明
の
主
流
と
な
り
省
エ
ネ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

の
授
与
式
が
行
な
わ
れ
た
ス
ェ
ー
デ
ン
の
街
を
色
ど
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。

私
達
女
性
会
に
も
う
れ
し
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
若
い
会
員
さ

ん
の
加
入
も
あ
り
昨
年
八
月
に
女
性
会
創
立
以
来
初
の
出
産
祝
と
い
う
大
変

う
れ
し
い
お
祝
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
私
達
女
性
会
で
は
各
種

講
演
会
、
視
察
研
修
会
、
お
誕
生
日
会
、
情
報
交
換
会
等
を
開
催
し
会
員
間

の
親
睦
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
女
性
会
に
興
味
の
あ
る
方
、
年
齢
を
問
わ
ず

是
非
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
そ
し
て
企
業
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
青
年
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
御

支
援
、
御
協
力
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
を

代
表
致
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
15
期
は
、「
思
い
や
り
」
が
絆
を
つ
く
り
船
橋
を
変
え
る
、
み
ん
な
の

心
へ
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
の
自
己
啓
発
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
例
会
勉
強

会
、
メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
か
る
事
業
、
千
葉
県
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会
な
ど
の
他
団
体
と
活
動
並
び
交
流
、
会
員
の
研
修
事
業

の
企
画
、
開
催
を
致
し
ま
し
た
。
船
橋
市
と
の
連
携
事
業
、
青
少
年
に
よ

る
船
橋
未
来
会
議
、
船
橋
若
手
経
済
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
画
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
青
年
部
会
員
数
も
69
名
を
数
え
、
船
橋
で

起
業
し
た
方
や
長
年
に
渡
り
船
橋
で
商
工
業
活
動
し
て
い
る
方
な
ど
、
様
々

な
業
種
の
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
日
本
経

済
は
緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調
も
み
ら
れ
る
中
、
消
費
税
の
増
税
、
異
常

気
象
な
ど
に
よ
る
購
買
意
欲
の
低
下
な
ど
商
工
活
動
に
は
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
船
橋
市
は
62
万
人
の
人
口
を
数
え
、
商
工
業
、
漁
業
、

農
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
る
、恵
ま
れ
た
都
市
で
あ
り
ま
す
。船
橋
市
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
青
年
の
絆
を
結
集
し
、
船
橋
の
経
済
発
展
に
尽
力

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
青
年
部
活
動
に
御
支
援
、
御
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
益
々
の
御
発
展
を
心
よ
り
祈
念

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
田
　
京
子
氏
に
よ
る
ク
レ
ー
ム
解
決
術
セ
ミ
ナ
ー

～「
怒
り
」を「
感
謝
」に
信
用
を
勝
ち
取
る
～

12
月
3
日
（
水
）
に
船
橋
商
工

会
議
所
に
て
、
消
費
税
転
嫁
対
策

窓
口
相
談
等
事
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、LeapC

reation

前
田
京
子
事
務
所
代
表
の
前
田
京

子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
『
絶
対

に
失
敗
し
な
い
ク
レ
ー
ム
解
決

術
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ク
レ
ー
ム
や
苦
情
は
、
起
こ
り

得
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
対
応
次

第
で
そ
の
後
の
状
況
が
全
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

ク
レ
ー
ム
対
応
で
は
、
お
客
様

の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
や
対

応
中
に
心
掛
け
た
い
こ
と
、
態
度

や
表
情
等
に
つ
い
て「
怒
り
」を「
感

謝
」
に
迅
速
対
応
で
信
頼
・
信
用

を
勝
ち
取
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
例
を
交
え
な
が
ら
興
味
深
い
講

演
で
改
め
て
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
か
確
認
で
き
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
「
身

近
な
問
題
で
参
考
に
な
っ
た
」「
実

践
的
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
心

理
面
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
参
加
者
の
熱
心
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

クレーム解決術を説明される前田講師

元
刑
事・森
　
透
匡
氏
に
よ
る
講
演
会

～
捜
査
現
場
か
ら
得
た
信
頼
関
係
の
築
き
方
～

講
師
に
株
式
会
社 Clearw

oods 

代
表
取
締
役 

森 

透ゆ
き

匡ま
さ 

氏
を
お
招
き

し
、
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
共
催
に

て
、「
怪
し
い
取
引
先
の
見
抜
き
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
元
刑
事
の
森
先
生
に

「
ウ
ソ
や
人
間
心
理
の
見
抜
き
方
」、

と
い
た
し
ま
し
て
「
ウ
ソ
の
種
類
」

や
「
ウ
ソ
つ
き
の
特
徴
」「
人
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
そ
し
て

「
刑
事
の
ウ
ソ
の
見
抜
き
方
」
等
、

解
析
の
仕
方
を
お
話
し
頂
い
た
り
、

色
々
な
人
間
の
心
理
状
況
や
、
ウ
ソ

を
つ
く
と
出
る
し
ぐ
さ
な
ど
様
々
な

ウ
ソ
の
見
抜
き
方
の
手
法
（
テ
ク

ニ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
実
際
に
あ
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
基
に
わ
か
り
や
す
く

ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
後
半
で
は
、
詐
欺
か
ら
会
社

を
守
る
方
法
と
し
て
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
「
封
書
詐
欺
」
な
ど
色
々
な

詐
欺
の
手
口
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
、
撃
退
す
る
方
法
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、
参
加
さ
れ

た
多
く
の
皆
様
か
ら
、「
大
変
参
考

に
な
っ
た
」、「
刑
事
視
点
の
セ
ミ

ナ
ー
は
面
白
い
」、「
こ
の
先
ず
っ
と

役
に
立
つ
情
報
も
得
る
こ
と
が
出
来

た
」
な
ど
、
多
く
の
声
を
頂
き
、
と

て
も
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

参加者へ質問を投げかける森先生

建
設
業
部
会
視
察
研
修
会

～
世
界
遺
産
を
訪
ね
て
～ 

12
月
12
日
（
金
）
～
13
日
（
土
）

の
1
泊
で
、
群
馬
県
へ
視
察
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

12
日
（
金
）
は
、
今
年
6
月
貴
重

な
文
化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産
登
録

さ
れ
、
ま
た
、
12
月
10
日
国
宝
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
『
富
岡
製
糸
場
』
を

視
察
、「
木
骨
レ
ン
ガ
造
り
」
の
建

物
や
、「
自
動
操
糸
機
」
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
約
七
千
坪

の
広
大
な
敷
地
に
か
や
ぶ
き
集
落
を

再
現
し
た
湯
宿
『
か
や
ぶ
き
の
郷
薬

師
温
泉　

旅
籠
』
で
懇
親
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
昭
和
27
年
長
野
原
町
と

東
吾
妻
町
の
町
境
に
計
画
を
し
ま
し

た
『
八
ツ
場
ダ
ム
』
と
河
原
湯
温
泉

の
代
替
え
地
な
ど
、
長
野
原
商
工
会

の
方
に
同
乗
い
た
だ
き
、
八
ツ
場
ダ

ム
の
概
要
や
道
の
駅
八
ツ
場
ふ
る
さ

と
館
、ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や
ん
ば
、

ま
た
今
年
本
体
工
事
が
始
ま
っ
た
ダ

ム
建
設
地
を
車
窓
よ
り
見
学
・
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
未
だ
不
安
や
不
便

な
生
活
が
続
い
て
い
る
住
民
の
方
々

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当時（明治5年）のままの姿で保存されている富岡製糸場にて

森
永
卓
郎
氏
に
よ
る
講
演
会�

～
日
本
人
を
幸
せ
に
す
る
経
済
学
～

12
月
2
日
（
火
）、
当
所
6
階

大
ホ
ー
ル
に
て
、
経
済
ア
ナ
リ

ス
ト
の
森
永
卓
郎
氏
を
お
招
き

し
「
日
本
人
を
幸
せ
に
す
る
経

済
学
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
120
名
も
ご
聴
講
を
い
た

だ
き
、
冒
頭
か
ら
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
、

株
高
の
進
展
に
よ
り
大
企
業
や
富

裕
層
の
好
調
が
脚
光
を
あ
び
る
一

方
、
年
収
が
200
万
円
を
下
回
る
世

帯
が
増
加
。
格
差
社
会
が
進
展
し

て
い
る
現
状
を
説
明
し
つ
つ
、
そ

う
し
た
日
本
経
済
の
現
況
を
「
付

加
価
値
の
向
上
」
に
よ
り
打
破
し

て
い
こ
う
と
い
っ
た
お
話
を
海
外

の
事
例
を
交
え
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
変
難
し
い
テ
ー
マ
を
森
永

先
生
の
巧
み
な
話
術
と
表
現
力

で
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

笑
い
の
絶
え
な
い
あ
っ
と
い
う

間
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

聴
講
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
も
「
大
変
良
か
っ
た
」「
面

白
か
っ
た
」「
再
度
森
永
先
生
の

話
を
聴
き
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
好
評
の
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

聴衆を引き付ける森永卓郎氏の講演

船橋商工会議所
女性会　会長

田中　久子

船橋商工会議所
第 15 期青年部　会長

浅野　賢也
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有限会社 押木養鶏場
船橋市二和西 5-8-5 大型駐車場あり
■9 時～ 18 時【年中無休】047-447-5200

たまごや

〈1 個〉60 円～〈1kg〉950 円「アローカナ」青い卵

290 円・・・たまごかけごはん専用しょうゆ

〈16 個入〉600 円〈30 個入〉1,200 円
〈20 個入〉670 円〈50 個入〉1,850 円

紅孔雀

味・コク鮮度で勝負！ お子様が遊べる
キッズスペースも完備♪

情報化
推進委員会

２０１５　ＩＴ経営シリーズ９
経営課題：社内生産性の向上を実施

情報化の前に、実施すべき事項

生産性向上、社内業務の効率化を考える時に、情報化から
考えてはいけません。まずは、整理：不要なものを捨てるこ
とから始めます。年末の大掃除でだいぶきれいになった事務
所で仕事始めを迎えている人も多いかと思いますが今がチャ
ンスです。仕事始めにあたって、不要な書類、事務用品を再
度見つけることから開始してみてください。たとえば、ボー
ルペンだけ社内の全員から出させてみてください。一体何本
ありますか？あるいは、定規、ホッチキスでもよいです。一
か所にまとめてみると、その圧倒的な量に驚くはずです。同
様に、同じような書類や名刺情報、マニュアルのバージョン
違いなどが紙の書類で隠れていないか確認してみることから
始めるとよいです。
効率化＝生産性をあげる＝省略する
売上規模が倍になっても、現在の体制で実施できるか？社
員教育に余裕のある利益確保ができているか？ムダな残業時
間が発生していないか？

本当に効率化できている会社ではムダな作業は発生しませ
ん。ムダな作業とは・・・たとえば、書類を丁寧に揃える時
間があればムダであると言う会社もあります。現在の業務（売
り上げ規模）を半分の時間でできないかどうかを考えてみて
もよいです。
システム化の観点では、２重入力を調査してみましょう。
手書きしたものを入力／清書。それを要約したもの（営業報告）
をエクセル手書き（個人）で作成、印刷して営業会議などはやっ
ていませんでしょうか？あるいは、情報共有の方法を調査し
てみてください。報告の報告は発生していないか？同じデー
タが何人ものPCに存在しないか？などもチェックしてみると
よいです。これらはすべてムダにつながります。
標準化、マニュアル化、効率化
生産効率を高めるためには、まずは社内業務の標準化から
です。営業は人によってやり方が違うと言う人もありますが、
営業方法はルーチンワークです。一番成果を上げている人の
行動分析をきちんと行い、それを標準としてマニュアル化し
ていくべきものです。そのための仕組みが以前紹介したSFA
などになります。
ネットでの営業効率を高めるなら、会社のWEBページや総
合案内ページでなく、「入口商品」に絞り込んだWEBページ
を作成するなども重要です。情報共有に関しては、全員がPC
上にファイルを持つことをやめ、ファイルサーバーに一本化
するべきです。そうすることで、必要な情報を必要な時に探
し出し活用することが可能です。

　　　　　　　　　　情報推進委員会　委員長　飛田宏紀
　　　　　　　　　　ユア・ブレイン（有）代表取締役
　　　　　　　　　　ITコーディネータ・日商マスター

経営課題
コスト減

社内業務の効率化
生産性の向上

解決策
情報共有等 社内プロセス

件
な
ど
を
気
に
か
け
て
探
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。この

職
業
に
つ
い
て
よ
か
っ
た

こ
と
は
？

船
橋
に
関
す
る
情
報
に
接
す
る

事
に
よ
っ
て
、
地
域
の
情
報
に
つ

い
て
の
知
識
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

お
部
屋
選
び
は
お
客
様
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
な
の
で
、
そ
の
手
助
け
が
で

き
た
時
に
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
年
８
月
に
新
し
く
仲
間
入
り
し
た

ス
タ
ッ
フ
で
す
。

ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
が
長
谷
川
さ

お
仕
事
を
す
る
上
で
心
掛
け
て

い
る
こ
と
は
？

接
客
の
際
に
お
客
様
と
同
じ
目

線
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
へ
常
に
最
新
の
情
報

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
空
い
て
い
る
物

株式会社　イーコネクション
代 表 者
所 在 地
T E L
F A X
W e b

石井　忠之
船橋市本町4-37-1柴田ビル102号
047-411-9553
047-411-9554
http://e-connectionf.net/

事業内容
不動産（売買賃貸）媒介・資産運用・
賃貸管理・分譲

～ ひとりひとりのお客様のために まごころ込めたお部屋探しを・・・ ～

このコーナーは、船橋市内で働く元気な女性従業員さんを紹介し、　　　　　　　しています。
掲載ご希望の方は、広報担当まで、お問合せ下さい。

☎ 047ー432ー0211
 047ー434ー9559℻

不
動
産
に
関
す
る
知
識
を
増
や
し

お
客
様
に
満
足
し
て
頂
き
た
い
で
す

と
語
る
長
谷
川
さ
ん
に
今
月
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

ん
の
人
懐
っ
こ
さ
と
負
け
ず
嫌
い
な
性

格
で
お
客
様
か
ら
も
親
し
み
や
す
い
と

指
示
さ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

常
に
笑
顔
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

お
客
様
と
同
じ
目
線
に
な
り
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。生

活
の
土
台
と
な
る
お
部
屋
を
探
す

に
あ
た
っ
て
様
々
な
お
悩
み
、
ご
質
問
等

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
つ
一
つ
丁
寧
に
迅
速
に
応
対
が
出
来

る
よ
う
日
々
邁
進
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
お
部
屋
探
し
は
イ
ー
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

へ
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。

誠心誠意対応します！

こちらの物件はいかがでしょうか

悩んでいることがありましたら、まずはお電話を！
事業所・一般市民を対象に様々な相談に応じます。

取引上のトラブル、交通事故、税金に関すること、相続、労務、
雇用、会社設立、契約書作成、土地に関すること、事業資金　等

専門家による、ワンストップの無料定期相談会を開催専門家による、ワンストップの無料定期相談会を開催

お問合せ：商業振興課　 担当　中田・小石
13時～16時（1人30分）
原則予約制（当日可）

1月14日㈬

長谷川　美奈（はせがわ　みな）さん

お
客
様
へ
一
言

上
司
か
ら
の
一
言

vol.111

千葉街道

船橋

京成
船橋

●船橋市中央図書館

株式会社 イーコネクション

企業PR
「常にお客様の立場に立ち」何ができ
るかを考え続けます。
「Ｅ－ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎは何がお役に
たてるか？お役に立てられる様チカ
ラになります。」
常に顧客満足度100％を目指し、顧客
の立場で考えます。
正確なコミュニケーションを実践し、
やり続け問題解決に挑みます。
それが私たちの仕事です。

月額/54,000円(A4サイズ)・86,400円(A3サイズ)
広報担当Tel.432-0211まで中折広告料金
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一
言
日
記

1
月
の
行
事
予
定

1
～
4

休
館
日

5

月

仕
事
始
め

7

水

12
時

も
し
も
し
検
定
3
級
試
験

8

木

18
時

中
級
簿
記
夜
間
講
座

12
時

大
型
店
連
絡
協
議
会

9

金

16
時

経
済
界
賀
詞
交
歓
会

11
～
12

休
館
日

13

火

19
時

青
年
部
役
員
会

14

水

13
時

専
門
相
談
応
じ
隊

16
時

子
育
て
ゆ
う
ゆ
う
ふ
な
ば
し
推
進
委
員
会

17
時
30
分

金
融
業
部
会
定
例
会
及
び
新
年
会

15

木

10
時

発
明
相
談
会

17
時
30
分

情
報
化
推
進
委
員
会

18
時

中
級
簿
記
夜
間
講
座

16

金

9
時
30
分

マ
ル
経
審
査
会

10
時

会
員
限
定
無
料
法
律
相
談
会

14
時

消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
セ
ミ
ナ
ー

18

日

休
館
日

12
時

千
葉
県
珠
算
振
興
会
　
新
年
賀
詞
交
歓
会

19

月

19
時

青
年
部
新
年
交
歓
会

21

水

12
時

正
副
会
頭
会
議

22

木

16
時
30
分

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
正
副
部
会
長
・
相
談
役
会
議

18
時

中
級
簿
記
夜
間
講
座

18
時

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
役
員
及
び
さ
つ
き
会
合
同
新
年
会

29

木

18
時

中
級
簿
記
夜
間
講
座

30

金

9
時
30
分

マ
ル
経
審
査
会

☎047ー435ー8211

普通貸付
経営改善資金
マルケイ資金

小規模事業資金（小口零細枠）
　　　〃　　　（一般枠）　　
中小企業融資制度　普通事業資金

小口零細企業資金
信用保証協会保証　利子補給

国

市

県

1.30%～2.70％
1.35%

1.6%～2.2％
1.9%～2.5％

1.9～2.5％
利子補給・保証料補給あり

最新貸出金利情報

この他、各種融資のご相談をお受けしています。
詳しくは、当所の経営指導員におたずねください。

平成26年12月12日現在　船橋商工会議所中小企業相談所
よく使われる公的融資の

●
発
明
相
談
（
要
予
約
）

日　

時　

1
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場　

所　

船
橋
商
工
会
議
所

　
　
　
　

3
階　

３
０
４
号
室

指　

導　

㈳
発
明
協
会
千
葉
支
部　

相
談
員

内　

容　

特
許
・
実
用
新
案
・
意
匠
・
商
標

　
　
　
　
（
個
別
相
談
）

お
問
合
せ　

中
小
企
業
相
談
所　

担
当　

久
保
田

☎
０
４
７（

４
３
５
）
８
２
１
１

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日　

時　

1
月
16
日
（
金
）　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
（
一
事
業
所
30
分
ま
で
）

場　

所　

船
橋
商
工
会
議
所　

役
員
室

弁
護
士　

当
所
顧
問
弁
護
士　

渡
邉　

惇
先
生

お
問
合
せ　

担
当　

西
村　
　

☎
０
４
７（

４
３
２
）
０
２
１
１

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
は
ご
健
勝
に
て

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
本
年
は
羊
年
で
あ

り
ま
す
。
羊
は
群
れ
を
な
し
て
行
動

す
る
た
め
、
家
族
の
安
泰
や
平
和
を

も
た
ら
す
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
羊
」
と
い
う
漢
字
は
、
木
の

上
に
さ
ら
に
小
さ
な
小
枝
の
Ｖ
が
加

え
ら
れ
、
木
の
枝
が
繁
茂
し
て
い
る

形
を
あ
ら
わ
し
た
象
形
文
字
で
す
。

本
誌
表
紙
に
も
大
き
く
掲
載
し
ま

し
た
。

羊
に
ち
な
ん
で
、
繁
栄
を
遂
げ
な

が
ら
穏
や
か
で
温
か
い
一
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
一
言
日
記
と
い
た

し
ま
す
。

高

平成28年度から個人住民税の 
給与天引きを徹底します。

　所得税の源泉徴収義務がある給与等の
支払者には、個人住民税の特別徴収を実
施する義務がありますので、平成28年度
までに準備をお願いいたします。�  
　特別徴収とは、所得税の源泉徴収と同
様に、事業主が毎月従業員に支払う給与
から個人住民税を天引きし、市町村に納
入していただく制度です。原則、すべて
の従業員が対象です。

［お問合せ］�  
○制度の概要に関すること�  
　千葉県総務部税務課特別滞納処分室�  
　043（223）3098�  
　千葉県総務部市町村課税政班�  
　043（223）2133�  
○手続きに関すること�  
　船橋市　市民税課�  
　047（436）2218

平成２７年度
千葉県科学技術功労者表彰受賞候補者の推薦について

【募 集 期 間 】　平成27年2月6日(金)まで
【被推薦者数】　原則として1事業所につき1名
【お 問 合 せ 】　�千葉県商工労働部産業振興課産業技術室�  

担当　田中
　　　　　　　　TEL　047―223―2718
　　　　　　　　FAX　047―222―4555 
　　　　　　　　E-mail　sangyo-c@mz.pref.chiba.lg.jp

平成26年度船橋市工業振興支援補助事業のご案内
船橋市では中小企業者のうち、製造業・建設業・運輸業事業者向けの補助
制度を設置しております。
中小企業の活性化に対する支援
① 国際規格認証取得事業補助金
ISO9000シリーズ、ISO14000シリーズの審査・認証取得にかかる経費の
一部を補助（最大50万円）
② エコアクション21認証・登録事業補助金
エコアクション21の認証・登録にかかる経費の一部を補助（最大10万円）
③ 産業財産権取得・登録事業補助金
特許法に規定する特許権及び実用新案法に規定する実用新案権の取得にか
かる経費の一部を補助（最大10万円）
④ 展示会等出展事業補助金
展示会や見本市に出展する際にかかる経費の一部を補助（最大10万円）
⑤ ホームページ作成支援補助金
ホームページ作成（新規・リニューアル）するのに外部に委託した経費の
一部を補助（最大5万円）
⑥ 自社製品の試験データ収集に係る経費への補助金
自社製品の性能検査等の実証データ収集に要する経費の一部を補助。（最
大100万円）
④~⑥は事業開始前に申請が必要となりますのでご注意ください
お問合せ　�船橋市役所商工振興課工業係　℡047-436-2474

会　員　募　集
当所では、１事業所では解決できない税制問題、中小企業施策などを市・県・国へ要望提言し、
地域事業者の意見を反映していくためには、組織基盤の強化が必要と考えております。
 お知り合い、取引先様などで会員になっていただける事業所がございましたら、ご紹介をお願いします。
職員が詳細をご案内いたしますので、お気軽にご連絡ください！

お問合せ　業務課　☎ 047 - 432 - 0215

ワーク・ライフ・バランスセミナー
IN千葉市　（主催：千葉県・千葉市）
【日時】平成27年2月5日（木）14:00～16:10
【場所】京葉銀行文化プラザ　7階「楓の間」（JR千葉駅　東口徒歩約3分）
【内容】�「ワーク・ライフ・バランスと女性の活躍の場の拡大」� �

　　　　～　働き方改革と管理職の役割　～
【講師】佐藤　博樹　氏（中央大学大学院　戦略経営研究科　教授）
【定員】100名（申込先着順）【参加費】無料

振込事業所

１月23日㈮まで

口座登録事業所

振替日２月2日㈪
※�当事務組合では事務処理の都合上、

期日を上記の通りにいたしますので、
ご協力の程お願いいたします。

船橋商工会議所労働保険事務組合
問い合せ：047-435-8211　海江田・林

労働保険事務組合
委託事業主のみなさまへ

第３期
保険料
納付期限

ご紹介いただいた会員様に、
図書カード500円進呈！！

【申込先】
千葉市 男女共同参画課
TEL　０４３－２４５－５０６０
FAX　０４３－２４５－５５３９
E-mail: danjo.CIL@city.chiba.lg.jp
【お問合せ】
千葉県 雇用労働課
TEL　０４３－２２３－２７４３

会員増強キャンペー
ン実施中！
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